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０．はじめに  

 

｢郵頼｣という言葉を聞いたことがありますか？郵頼(ゆうらい)とは

｢郵便で押印などを頼むこと｣です。元々は、郵趣家がつくった言葉でし

たが、最近では、日本郵便(以下、『郵便局』と言います)のホームペー

ジでも用いられるようになりました。しかしながら、郵便局の本来の業

務ではありません。そこで、どのようにすれば郵頼に応じてもらえるの

か、アドバイスしていきたいと思います。 

  

１．｢郵頼｣って何？ 

 

｢はじめに｣でも触れたように、郵頼とは郵便局に押印などを郵便で

頼むことです。ただし、記念切手などの発行日や風景印の使用開始・廃

止時、小型印の使用期間中の場合など、日本郵便のHPにて郵頼の受付

案内がされている場合のほかにも、風景印ならば、使用中の任意の時期

に郵頼すれば、押印の依頼ができます(郵便局の休日は不可)。また、普

通日付印などに対する記念押印や引受押印の郵頼は、業務に支障のな

い範囲で受け付けてもらえるもの、ということを忘れずに、郵便局の担

当者に気持ちよく応じてもらえるよう配慮することが必要です。 

 

2．基本的なルールを知ろう 

 

 まず、いちばん基本的なルールですが、押印には｢第２種郵便料金相

当額以上の切手｣が必要となります。なんだか難しい言葉が出てきまし

たが、第２種郵便とは、いわゆる｢はがき｣のことを指します。つまり、

はがき料金以上の切手が貼られていなければ、押印はしてもらえませ

ん。はがき料金は85円(2024年10月現在)ですが、もちろん１枚の切手

である必要はなく、何枚かの切手を組み合わせて貼ってもＯＫです。そ

の料金分の切手を貼った、はがきや封筒・台紙を用意します。 

ところで、１枚の切手に押してもらえる消印の数は、もちろん１個で

すね。それはみなさんもおわかりでしょう。では、複数枚の切手を貼っ

た時はどうなるか。３枚貼ったら３つ？それもできますが、答えは｢必

要最小限の回数で押印する｣が正解です。では、くわしく説明していき



 

 

 

ましょう。 

複数の切手を貼り、85円以上にする場合、消印１つだけではすべて

の切手にかからないことがあります。日本郵便ホームページには、この

ように書いてあります。｢一枚の台紙の中に貼付された第二種郵便料金

相当額を1単位として、1単位につき1種類の通信日付印で押印｣。なん

だか難しく思えてしまいますね。これをやさしく言いかえますと｢第二

種郵便料金｣とは、はがき料金のことです。つまり、現在ですと85円と

なります。85円以上の切手に１種類の日付印しか押すことができませ

ん、という意味です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、63円切手を３枚貼った場合は、63円切手1枚でははがき料金

(85円)を満たしていませんので消印はできません。２枚分の126円で

85円以上となるため１種類の消印が押せます。最後の1枚は63円で、

85円になっていません。台紙の切手の合計金額が85円の2枚相当額の

170円を超えていますが、2つ目は料金不足となり、1種類の消印しか

押せないことになります。やや難しいですが、覚えておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

すなわち、小型印と風景印の2種類を押してもらうつもりでも、風景

印か小型印の1種類しか押してもらえないのです。基本的なルールです

小型印１は押せるが、

小型印２(別の種類)は

押せない 

引受：１０ミリ以上 



 

 

 

ので、守りましょう。 

あとは、どの日付印を押してもらいたいかを書いた｢押印指示書｣と、

はがきや封筒・台紙と｢返信用封筒｣を準備します。 

 

３．きちんとマナーを守ろう 

 

それでは、郵頼をするうえで守るべきマナーを紹介します。｢はじめ

に｣で触れたように｢消印の種類によっては、郵便局の業務に支障がな

い限り応じてくれる｣ということを踏まえて、無理な要求は絶対にして

はいけません。 

また、配達業務をしている郵便局や、都道府県の中心的な郵便局を除

いては、少ない人数で仕事をしているところがほとんどですから、ふだ

んの仕事に差し障りとなるようなこともやめましょう。 

 

① 一度に多く頼まないこと 

例えば｢押印100枚お願いします｣といった、一度に多くの依頼はや

めましょう。前にも書いていますが、ほとんどの郵便局は少人数で運

営されています。郵便局の迷惑にならないよう心がけましょう。 

 

② 日付の指定は避ける 

｢○月×日の消印を押してください｣など、日付の指定はなるべく避け

ましょう。また、ほとんどの郵便局は基本的に土・日・祝日は休みです

ので、当然その日付は押してもらえません。特に指定した日付が欲しい

(バースデーカードなど)場合には、やはり郵便局に事前に連絡して、対

応してもらえるか確認したほうが良いでしょう。 

 また、希望日がある場合、直前に依頼を行うと郵便局への到着が希望

日の後になってしまったり、対応が難しい場合があります。日本郵便の

HPに郵頼締め切り日が掲載されていた場合は、余裕をもって依頼する

ようにしましょう。 

 

③ 押印指示書は簡潔に 

郵頼には、どういう日付印が欲しいか郵便局に伝える指示書が必要

です。時候の挨拶から書き始め、細々とした指示を延々と書く人もいま



 

 

 

すが｢できる限り簡潔な｣文章にしましょう。指示書作成の主な注意点

は以下のようになります。 

・なるべく一枚の紙にまとめる 

・図をうまく使って押印位置がひと目でわかるようにする 

・文章は短めに 

・日中連絡がつく電話番号 

  ※押印に関して郵便局から連絡をする場合があります 

 

④ あくまでも｢消印｣であることを忘れずに 

｢日付印｣は、言うまでもなく｢消印｣です。郵便料金を払ったという

証拠なのです。そのため、後でも出てきますが、記念押印の場合は切

手印面に対して３～５ミリ、引受押印の場合は切手印面に対して１０

ミリ以上かける必要があります。また、引受押印の場合は、はがきや

封筒部分にも消印がかかる必要があります。依頼した消印の印が良く

見るように、切手かかるかかからないかを希望する方が多いのですが、

郵便局には押印のルールがあり、それを無視した押印依頼をしてはい

けません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 郵頼の宛先は｢○○郵便局 郵便窓口｣に 

 よく、郵頼の宛先を｢郵便局長｣や｢郵便部長｣などとする人がいます。

大きな郵便局では、局長室はたいてい窓口から離れた場所にあります

し、小さな郵便局でも局長さんが窓口から少し離れた机にいるのを見

たことがあると思います。 

 局長や部長宛にしてしまうと、郵頼の封書がそちらに届いてしまう

印面 

記念：３～５ミリ 

引受：１０ミリ以上 



 

 

 

可能性があり、局長さんや部長さんが休みの場合はもちろんのこと、開

封されるまで内容が郵頼だとわかるのが遅れるおそれがあります。必

ず、郵便窓口宛に送るようにしましょう。 

 また、郵頼と郵便局で判断しやすいよう、封筒の表面には｢記念押印｣、

｢引受押印｣、｢風景印 郵頼｣などの、郵頼とわかるような記載をする

と、対応がスムーズに行われます。 

 

⑥ ｢封筒を送り返して｣は絶対だめ！ 

 また、郵頼で郵便局宛に送った封筒を｢風景印を押して送ったので、

返して欲しい｣などと言う人がいますが、これは絶対にダメです。なぜ

なら、手紙は引き受けた以上は必ず受取人に渡さなければなりません。

また、手紙の最終的な所有権は、受取人である郵便局にあります。くれ

ぐれも、無理な要求は絶対にやめましょう。 

 

⑦ 風景印は摩耗に注意 

 使用期間が限られている小型印ではあまりそういったことはないの

ですが、風景印は長い間使われているものもありますから、郵便局によ

ってはゴムがすり減って印面が摩耗していることがよくあります。切

手展の作品に使いたいときなど、どうしてもその局の風景印を入手し

たいときには、まずは｢試し郵頼｣をしてみることをお勧めします。ただ

し、摩耗しているからと言って、新しい印の配備のお願いはしても、実

際に配備されるかの判断は郵便局が行います。｢試し郵頼｣の結果が思

わしくない場合は、その印を受け入れてどう楽しむかを考えるのも、ま

た、楽しみの一つになります。 

 

４．いろいろな楽しみ方があるよ 

 

① ｢記念押印｣と｢引受押印｣のちがいを知ろう 

郵頼のやり方をよく読むと｢記念押印｣「引受押印」という言葉が出て

きます。この２つは、どのように違うのでしょうか。簡単に言うと、押

印したものを郵便で送るか送らないか、が大きな違いです。押印して、

記念として手元に残しておくのが「記念押印」で必ず返信用の封筒を同

封する必要があります。宛名を書き、誰かに(自分宛でもよい)依頼した



 

 

 

郵便局から直接送るのが｢引受押印｣です。また、引受押印のように実際

に郵便で送られたことを意味する郵趣用語として｢実逓便(じっていび

ん)｣があります。ただし、郵趣用語ですから、郵便局で実逓便と言って

も通じませんので、注意が必要です。 

 

② さまざまな台紙で楽しもう 

押印をしてもらう台紙は、封筒やはがきでなくてもはがき料金以上

(85円以上)の切手が貼ってあれば押してもらえます。切手アルバム・

リーフや名刺カード、消印にちなんだ挿絵がある絵葉書など、いろいろ

な台紙を使って押印を楽しんでいる方もいます。 

 ただし、消印のインクと相性が良くない紙は避けるようにしましょ

う。風景印や小型印の材質はゴムですので、つるつるした紙では滑って

しまいますし、インクの乾きもよくないため、せっかくの消印のつぶれ、

にじんみ、かすれの状態になる場合があります。 

また、和紙や表面がざらついている台紙は紙自体に段差があるため、

きれいに押すことができない場合もあります。使用する切手でもシー

ル式切手は少し厚みがあるため、切手と台紙の境目にインクが乗らな

い場合もあり、どのような紙や切手が良いか、いろいろ探してみるのも、

押印の楽しみの一つです。 

 

③ 消印の種類 

郵便局で使用している消印には複数の印があります。 

消印はそのほとんどは機械で処理していますが、機械で処理できな

い形状の郵便物は人が消印しています。 

また、郵便窓口などで郵便物を引受けた場合などにも人が消印して

います。 

そのほか、記念切手が発売された場合(特殊日付印)や、郵便局周辺の

名所などを消印にしたもの(風景印)、イベントなどの期間を限定した時

に使用する消印(小型印)などもあります。 

 

 

 

 



 

 

 

代表的な消印は以下の3種類です。 

 

 

 

 

 

 

    和文印      風景印      小型印 

 

 

５.整理するともっと楽しい！ 

 

切手アルバム・リーフに押印してもらえば、切手展に出品できますし、

バインダーに収納すれば保存も簡単です。名刺サイズの紙に押印され

たものなら、市販の名刺ホルダーが使えます。 

最近では、風景印や小型印を効果的に使った切手展出品作品も多く

見られるようになりました。そういった作品を実際に見て、整理方法の

参考にしましょう。 
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